
阿
部
敏
夫

提
出

学
位
申
請
論
文

『
北
海
道
民
間
説
話＜

生
成＞

の
研
究
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
明
治
二
年
に
明
治
政
府
の
統
治
下
に
組
み
込
ま
れ
、
北
海
道
と
改
称
さ
れ
た
蝦

夷
地
に
本
州
か
ら
移
住
し
た
、
所
謂
「
和
人
」
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
「
民
俗
文
化
」
を
創
り
出

し
た
の
か
を
、
こ
の
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
口
承
文
芸
で
あ
る
「
民
間
説
話
」
か
ら
明
ら
か
に

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
学
位
申
請
者
自
身
に
よ
る
長
年
に
わ
た
る
実
地
調
査
と
諸
文
献

か
ら
の
研
究
に
基
づ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

論
文
は
「
序
章

本
論
の
問
題
の
所
在
と
目
的
・
テ
ク
ス
ト
・
方
法
」、「
第
一
章

北
海
道

の
民
間
説
話
伝
承
環
境
と
研
究
史
」、「
第
二
章

和
人
創
作
の
「
ア
イ
ヌ
民
間
説
話
」」、「
第

三
章

北
海
道
の
義
経
伝
説
」、「
第
四
章

札
幌
・
厚
別
の
民
間
説
話
」、「
第
五
章

産
炭
地
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夕
張
・
赤
平
の
民
間
説
話
」、「
第
六
章

北
広
島
市
「
大
蛇
神
社
」
伝
説
」、「
第
七
章

中

村
純
三
版
『
江
差
の
繁
次
郎
』
話
」、「
第
八
章

塚
本
長
蔵
と
口
演
童
話
」、「
終
章

北
海
道

民
間
説
話
の
研
究
と
今
後
の
展
望
」
の
、
全
十
章
か
ら
な
る
。

序
章
で
は
、
多
く
の
「
和
人
」
た
ち
が
北
海
道
に
移
住
し
、
定
着
す
る
に
あ
た
っ
て
遭
遇
し

た
自
然
環
境
へ
の
適
応
の
労
苦
、
先
住
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
接
触
と
協
調
、
同
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
六
点
に
整
理
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
論
文
の
主
題
は
「
本
州
以
南
の
伝
統
的
社
会

と
異
な
る
集
落
形
成
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
本
州
以
南
の
移
住
者
の
厳
し
い
現
実
の
な
か
で
、

ど
の
よ
う
な
「
民
俗
文
化
」
を
そ
の
移
住
者
た
ち
が
創
り
出
し
て
行
っ
た
の
か
を
「
民
間
説
話

＜

生
成＞

の
視
点
か
ら
探
る
こ
と
に
あ
る
」
と
い
い
、
続
い
て
、
こ
の
目
的
に
迫
る
た
め
に
対

象
と
し
た
伝
承
素
材
の
内
容
と
研
究
方
法
を
説
明
す
る
。

序
章
で
の
主
題
設
定
と
研
究
対
象
、
方
法
の
説
明
を
踏
ま
え
、
第
一
章
で
は
、
北
海
道
へ
の

移
住
者
で
あ
る
和
人
に
よ
る
民
間
説
話
生
成
の
背
景
と
し
て
、
そ
の
自
然
、
地
理
、
歴
史
、
集

落
構
成
あ
り
方
が
異
な
る
こ
と
を
述
べ
る
。
な
か
で
も
自
然
環
境
は
、
同
じ
雪
国
の
東
北
・
北
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陸
地
域
と
比
較
し
て
も
衣
・
食
・
住
の
す
べ
て
に
違
い
が
あ
る
な
か
で
、
移
住
者
た
ち
は
ア
イ

ヌ
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
同
郷
あ
る
い
は
出
身
地
の
異
な
る
も
の
た
ち
に
よ
っ
て
集
落
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
申
請
者
は
、
こ
う
し
た
移
住
者
の
生
活
環
境
を
、
民
間
説
話
を
生
成

し
、
伝
え
て
い
く
「
伝
承
環
境
」
と
捉
え
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
章
で
は
、
北
海
道
に
お
け
る
民
俗
文
化
研
究
の
研
究
史
の
一
端
と
し
て
、
先
行

の
民
俗
学
者
た
ち
に
よ
る
「
北
海
道
認
識
」
を
取
り
上
げ
る
。
柳
田
國
男
は
「
北
海
道
に
は
民

俗
が
な
い
」
と
し
、
宮
本
常
一
は
「
敗
北
者
」
史
観
で
分
析
し
、
梅
棹
忠
夫
は
「
北
海
道
は
亜

種
文
化
で
あ
る
」
と
論
じ
た
。
そ
し
て
宮
田
登
は
、
北
海
道
の
民
俗
文
化
を
「
移
民
社
会
」
の

観
点
か
ら
探
ろ
う
と
し
た
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
北
海
道
認
識
」
は
、
本
州
以
南
の

伝
統
社
会
を
基
軸
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
そ
の
上
で
申
請
者
は
、
北
海
道
移
民
者

の
立
場
や
、
そ
の
民
間
説
話
の
視
点
か
ら
北
海
道
の
民
俗
文
化
生
成
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
主
張
す
る
。

第
二
章
以
降
が
、
北
海
道
に
お
け
る
和
人
の
民
間
説
話
に
つ
い
て
の
伝
承
実
態
の
明
示
と
、
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そ
の
整
理
と
分
析
を
進
め
る
章
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
、
現
在
も
北
海
道
内
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
民
間
説
話
「
紅
ス
ズ
ラ
ン
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
ア
イ
ヌ
の
説
話
と
し
て
説
明
さ
れ

て
い
る
が
、
申
請
者
は
、
大
正
十
三
年
出
版
の
青
木
純
二
著
『
ア
イ
ヌ
の
傳
説
と
其
情
話
』
以

降
の
「
紅
ス
ズ
ラ
ン
」
説
話
を
丹
念
に
追
跡
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
、
大
正
十

年
代
以
降
に
北
海
道
内
の
新
聞
記
者
た
ち
が
、「
衰
残
民
族
」
の
視
点
か
ら
ア
イ
ヌ
民
間
説
話

と
し
て
創
作
し
た
と
論
ず
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
新
聞
記
者
た
ち
が
、
北
海
道
の
急
速
な
開
発

と
、
政
府
の
同
化
・
皇
民
化
政
策
に
よ
っ
て
言
語
や
文
化
の
保
持
継
承
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ

っ
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
を
、「
衰
残
」「
旧
習
古
俗
」
の
文
化
と
し
て
認
識
し
た
こ
と
に
よ
る

と
指
摘
す
る
。
具
体
的
に
は
、
当
時
の
新
聞
人
で
あ
る
青
木
純
二
、
工
藤
梅
次
郎
な
ど
は
、
ア

イ
ヌ
民
族
の
文
化
を
正
し
く
受
容
せ
ず
、
日
本
人
の
美
意
識
で
創
作
し
た
物
語
を
ア
イ
ヌ
の
伝

説
集
と
し
て
編
纂
し
た
。
そ
の
た
め
彼
ら
が
記
し
た
「
伝
説
」
は
ア
イ
ヌ
文
化
の
伝
統
的
伝
承

を
踏
ま
え
ず
、
物
語
化
さ
れ
た
後
も
伝
統
行
事
へ
の
回
帰
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
は

和
人
の
ア
イ
ヌ
文
化
受
容
の
不
確
か
さ
の
問
題
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
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第
三
章
で
は
、
北
海
道
に
お
け
る
義
経
伝
説
の
伝
承
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
数
量
的
デ
ー
タ

と
地
域
的
差
異
を
明
ら
か
に
し
、
現
在
に
至
る
伝
説
生
成
の
過
程
に
考
察
を
加
え
る
。
こ
こ
で

は
、
義
経
伝
説
の
多
く
は
中
世
・
近
世
の
文
学
や
説
話
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
論
文
が
対
象
と
す
る
近
現
代
の
北
海
道
に
お
け
る
義
経
伝
説
は
、
近
世
・
近
代
に
お
け
る

蝦
夷
地
・
北
海
道
の
「
内
国
植
民
地
」
化
政
策
の
も
と
、
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
関
連
を
装
い
な
が

ら
広
ま
っ
た
。
そ
こ
に
は
厳
し
い
環
境
下
で
生
活
す
る
北
海
道
移
住
者
が
義
経
伝
説
を
受
容
す

る
素
地
と
し
て
、
義
経
が
も
つ
悲
劇
性
へ
の
共
感
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
申

請
者
は
北
海
道
内
の
義
経
伝
説
の
存
在
を
一
一
〇
ヶ
所
余
で
確
認
で
き
た
こ
と
を
一
覧
で
示
し
、

そ
の
分
類
を
試
み
る
と
と
も
に
、
道
南
の
日
本
海
沿
岸
地
域
に
そ
の
五
割
が
、
太
平
洋
沿
海
地

域
に
三
割
が
存
在
し
、
分
布
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
明
治
期
の
日
露
戦

争
以
後
に
は
、
近
世
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
た
義
経
蝦
夷
地
・
大
陸
北
行
説
、
義
経
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
説
を
も
と
に
、
こ
の
伝
説
が
さ
ら
に
喧
伝
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
予
測
し
て
い
る
。

ま
た
戦
後
に
は
、
本
別
町
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
観
光
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
玉
と
し
て
利
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用
さ
れ
、
現
在
も
義
経
伝
説
の
再
生
成
活
動
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。

第
四
章
で
は
、
近
代
以
降
に
北
海
道
へ
移
住
し
て
来
た
人
た
ち
が
出
身
地
か
ら
持
っ
て
来
た

民
間
説
話
の
実
例
を
示
し
、
こ
れ
が
移
住
地
で
ど
の
よ
う
に
定
着
し
、
展
開
し
て
い
る
の
か
を

考
察
す
る
。
対
象
地
域
は
明
治
十
年
代
に
石
川
県
な
ど
か
ら
移
住
し
た
人
々
が
開
い
た
白
石
村

番
外
地
（
現
札
幌
市
・
厚
別
地
域
）
を
取
り
上
げ
る
。
同
地
域
は
三
千
人
の
純
農
村
で
あ
っ
た

が
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
の
札
幌
市
に
よ
る
副
都
心
化
事
業
で
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
り
人
口
が

十
三
万
人
に
激
増
し
た
地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
急
激
な
変
化
の
な
か
で
、
こ
の
地
域
に
ど
の

よ
う
な
民
間
説
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
証
し
、
出
身
母
村
で
あ
る
石
川
県
の
昔
話

「
鳥
呑
み
爺
」
な
ど
の
伝
承
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
れ
が
移
住
者
で
あ
る
祖
母
か
ら
、
そ

の
子
孫
へ
と
女
性
三
代
に
わ
た
っ
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
母

村
の
「
生
活
の
知
恵
」
的
な
俗
信
も
、
開
拓
生
活
の
な
か
で
語
ら
れ
、
内
容
が
変
化
し
な
が
ら

も
こ
の
地
へ
の
定
住
を
は
か
る
役
割
を
果
た
し
た
と
述
べ
る
。

第
五
章
で
は
、
お
よ
そ
百
年
に
わ
た
る
産
炭
地
の
歴
史
を
も
つ
夕
張
と
赤
平
地
域
で
の
調
査
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を
通
し
て
、
炭
鉱
（
ヤ
マ
）
の
労
働
・
生
活
か
ら
生
成
さ
れ
た
民
間
説
話
を
取
り
上
げ
る
。
調

査
時
に
は
、
夕
張
の
炭
鉱
は
閉
鎖
さ
れ
、
人
口
も
全
盛
期
の
一
〇
分
の
一
と
な
り
、
過
疎
化
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
居
住
者
の
間
に
は
炭
鉱
時
代
に
生
成
さ
れ
た
民
間
説
話
が
存
在
し
、

そ
れ
は
炭
鉱
を
め
ぐ
る
地
域
史
の
な
か
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
研
究
者
、
マ

ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
る
炭
鉱
（
ヤ
マ
）
の
伝
承
が
、
こ
の
地
域
に
生
活
し
た
関
係
者
の
実
態
と

は
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
を
、強
力
道
信
氏
の
手
紙
と
の
対
話
な
ど
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

第
六
章
で
は
、
北
海
道
開
拓
に
関
わ
る
民
間
説
話
生
成
の
過
程
に
つ
い
て
、
北
広
島
市
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
大
蛇
神
社
伝
説
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
伝
説
は
、
明
治
中
期
に
移
住
し
た
一
人

の
古
老
の
話
が
も
と
に
な
り
、
そ
の
後
郷
土
史
家
、
図
書
館
、
マ
ス
コ
ミ
や
子
ど
も
や
大
人
の

紙
芝
居
づ
く
り
関
係
者
な
ど
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
内
容
が
変
化
し
、
地
域
住
民

の
伝
説
と
し
て
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
隣
接
す
る
札
幌
市
で
の
就

労
者
が
多
い
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
た
北
広
島
市
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
こ
の
伝
説

の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
い
こ
と
を
述
べ
る
。
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第
七
章
で
は
、
北
海
道
南
部
を
中
心
に
日
本
海
沿
岸
（
函
館
・
江
差
〜
礼
文
・
利
尻
）
か
ら

東
北
地
方
ま
で
分
布
す
る
狡
智
譚
「
江
差
の
繁
次
郎
」
話
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
話
は
江
差
町

の
ニ
シ
ン
漁
場
を
舞
台
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
戦
後
ま
も
な
く

「
函
館
新
聞
」
紙
上
で
健
筆
を
揮
っ
た
中
村
純
三
の
創
作
物
と
し
て
の
「
江
差
の
繁
次
郎
」
話

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
具
体
的
に
は
、
函
館
新
聞
の
記
者
で
あ
っ
た
中
村

純
三
が
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
以
降
に
創
作
し
た
「
江
差
の
繁
次
郎
」
話
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
村
純
三
以
前
に
存
在
し
て
い
た
江
差
の
繁
次
郎
話
と
の
関
係
を
探
る
と

と
も
に
、
中
村
純
三
創
作
の
江
差
の
繁
次
郎
話
の
特
徴
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ

で
は
創
作
者
中
村
純
三
の
人
物
像
と
創
作
の
背
景
、
そ
し
て
創
作
さ
れ
た
「
江
差
の
繁
次
郎
」

話
の
量
的
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

第
八
章
で
は
、
巌
谷
小
波
、
久
留
島
武
彦
ら
に
よ
る
口
演
童
話
運
動
の
影
響
を
受
け
て
、
北

海
道
内
で
口
演
童
話
運
動
を
行
っ
た
塚
本
長
蔵
の
活
動
を
取
り
上
げ
、
そ
の
活
動
の
な
か
で
既

存
の
桃
太
郎
や
浦
島
太
郎
な
ど
の
民
間
説
話
が
新
た
に
生
成
さ
れ
て
行
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
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る
。
塚
本
長
蔵
は
、
古
典
文
学
や
落
語
な
ど
か
ら
の
影
響
も
受
け
て
、
そ
の
口
演
童
話
創
作
で

は
、伝
統
的
な
民
間
説
話
を
逸
脱
し
て
自
由
奔
放
に
説
話
を
生
成
し
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
。

そ
し
て
、
塚
本
長
蔵
の
活
動
に
は
、
野
村
純
一
が
指
摘
す
る
よ
う
に
伝
統
的
な
民
間
説
話
を

「
無
批
判
に
同
工
異
曲
の
風
」
に
し
て
広
め
た
問
題
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。

以
上
が
序
章
か
ら
第
八
章
ま
で
の
要
旨
で
あ
る
が
、
終
章
で
は
本
論
文
の
到
達
点
と
し
て
次

の
五
点
を
あ
げ
る
。

（
１
）
ア
イ
ヌ
民
族
と
移
住
者
で
あ
る
和
人
の
文
化
的
接
触
に
よ
っ
て
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
ア

イ
ヌ
文
化
と
は
異
な
る
民
間
説
話
が
あ
る
こ
と
。

（
２
）
北
海
道
移
住
後
、
生
活
の
安
定
と
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
求
め
る
気
持
ち
が
新
た
な
民
間

説
話
（
例
え
ば
、
開
拓
談
、
生
活
の
知
恵
と
し
て
の
俗
信
、
寺
院
・
神
社
の
建
立
話
な
ど
）

を
生
成
し
、
伝
承
さ
れ
て
い
く
状
況
が
あ
る
こ
と
。

（
３
）
出
身
地
の
話
が
北
海
道
の
開
拓
生
活
の
中
で
家
族
伝
承
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
。

そ
し
て
、
現
在
も
変
容
し
な
が
ら
子
孫
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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（
４
）
テ
レ
ビ
等
の
普
及
、
マ
ス
コ
ミ
や
出
版
活
動
、
読
み
聞
か
せ
、
図
書
館
や
サ
ー
ク
ル
活

動
と
ま
ち
づ
く
り
等
と
が
連
動
し
て
一
つ
の
「
民
間
説
話
」
が
次
第
に
内
容
豊
か
に
生
成

さ
れ
て
行
く
こ
と
。
そ
の
反
面
、
伝
承
活
動
と
「
実
態
」
と
の
遊
離
と
の
問
題
が
あ
る
こ

と
。

（
５
）「
江
差
の
繁
次
郎
」
話
や
塚
本
長
蔵
の
口
演
童
話
活
動
な
ど
に
見
ら
れ
る
事
例
の
よ
う

に
、
時
代
的
背
景
の
な
か
で
従
来
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
た
民
間
説
話
が
翻
案
さ
れ
、
よ
り

広
範
囲
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

終
章
で
は
、
こ
れ
に
続
け
て
今
後
の
研
究
に
向
け
た
課
題
を
明
記
す
る
。
そ
れ
は
、
本
論
文

で
は
現
在
に
残
さ
れ
た
口
述
資
料
に
よ
っ
て
研
究
を
進
め
た
が
、
こ
こ
に
あ
る
民
間
説
話
は
、

移
住
者
が
あ
る
程
度
生
活
の
安
定
が
出
来
た
と
き
に
自
分
の
足
跡
を
「
自
分
史
」「
口
述
資
料
」

と
し
て
書
き
残
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
資
料
の
多
く
は
移
住
成
功
者
に
よ
る

も
の
で
、
移
住
に
失
敗
し
て
出
身
地
に
戻
っ
た
り
、
出
身
地
に
は
帰
れ
ず
、
他
の
地
で
再
起
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
り
し
た
人
た
ち
の
説
話
は
、
現
在
で
は
聞
く
こ
と
が
難
し
い
。
今
後
、
こ
う

─ １０ ─



し
た
人
た
ち
の
声
を
発
掘
で
き
る
か
な
ど
の
課
題
が
存
在
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
本
論
文
で
は
「
あ
と
が
き
」
の
後
に
、「
北
海
道
民
間
説
話
関
連
年
表
」
を
附
し
、

北
海
道
に
お
け
る
民
間
説
話
、
民
俗
研
究
の
推
移
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
特
記
さ
れ
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

阿
部
敏
夫
「
北
海
道
民
間
説
話＜

生
成＞

の
研
究
」
の
ね
ら
い
は
、
巻
頭
で
「
日
本
近
代
史

に
お
け
る
北
海
道
と
は
何
か
、
北
海
道
に
移
住
し
て
来
た
人
た
ち
は
、
ど
ん
な
民
俗
文
化
を
生

成
し
、
北
海
道
人
と
し
て
の
帰
属
意
識
を
高
め
て
い
っ
た
の
か
を
、
民
間
説
話
の
側
面
か
ら
探

ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
い
う
が
、
論
文
と
し
て
評
価
で
き
る
の
は
、
北
海
道
に
移
住

し
た
所
謂
「
和
人
」
た
ち
が
、
こ
の
地
で＜
生
成＞

し
た
「
民
間
説
話
」
の
具
体
相
を
明
ら
か

に
し
た
点
に
あ
る
。

論
文
末
尾
に
附
さ
れ
た
「
北
海
道
民
間
説
話
関
連
年
表
」
で
も
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
北
海
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道
に
お
け
る
口
承
文
芸
と
し
て
の
民
間
説
話
研
究
は
、
大
正
十
二
年
出
版
の
、
金
田
一
京
助
の

『
ア
イ
ヌ
聖
典
』、
知
里
幸
恵
の
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
に
始
ま
る
と
言
え
る
。
北
海
道
の
民
間

説
話
研
究
は
先
住
ア
イ
ヌ
民
族
の
口
承
文
芸
を
対
象
と
し
て
お
り
、
北
海
道
に
移
住
し
た
和
人

が
伝
え
る
説
話
類
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
昭
和
戦
前
期
に
い
く
つ
か
が
あ
る
も
の
の
立
ち
遅
れ

て
い
た
。
昭
和
三
十
年
代
以
降
に
は
、
道
内
の
和
人
に
関
す
る
民
間
説
話
の
集
積
と
出
版
が
進

む
が
、
そ
の
研
究
は
平
成
に
な
っ
て
か
ら
で
、
こ
れ
を
推
進
し
た
一
人
が
学
位
申
請
者
の
阿
部

氏
で
あ
り
、
本
論
文
は
平
成
三
年
以
降
に
発
表
さ
れ
た
論
考
を
も
と
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。

本
論
文
は
、「
序
章

本
論
の
問
題
の
所
在
と
目
的
・
テ
ク
ス
ト
・
方
法
」、「
第
一
章

北

海
道
の
民
間
説
話
伝
承
環
境
と
研
究
史
」、「
第
二
章

和
人
創
作
の
「
ア
イ
ヌ
民
間
説
話
」」、

「
第
三
章

北
海
道
の
義
経
伝
説
」、「
第
四
章

札
幌
・
厚
別
の
民
間
説
話
」、「
第
五
章

産

炭
地

夕
張
・
赤
平
の
民
間
説
話
」、「
第
六
章

北
広
島
市
「
大
蛇
神
社
」
伝
説
」、「
第
七
章

中
村
純
三
版
『
江
差
の
繁
次
郎
』
話
」、「
第
八
章

塚
本
長
蔵
と
口
演
童
話
」、「
終
章

北

海
道
民
間
説
話
の
研
究
と
今
後
の
展
望
」
の
全
十
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
で
北
海
道
に
お
け
る
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民
俗
研
究
や
民
間
説
話
研
究
の
歴
史
を
検
討
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
第
二
章
か
ら
第
七
章
で
個

別
民
間
説
話
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
従
来
の
研
究
で
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
和
人
に

よ
る
民
間
説
話
の＜

生
成＞

と
そ
の
展
開
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
の
が
特
色
で
、
こ
の
視
点
か

ら
北
海
道
の
民
間
説
話
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
評
価
で
き
る
点
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
第
二
章
で
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
説
話
と
さ
れ
る
「
紅
ス
ズ
ラ
ン
」
の
由
来
譚
を

取
り
上
げ
、
こ
れ
は
和
人
が
ア
イ
ヌ
民
族
と
交
流
す
る
中
で
、
新
聞
記
者
た
ち
が
ア
イ
ヌ
の
民

族
文
化
を
「
衰
残
」「
旧
習
古
俗
」
と
認
識
し
、
情
話
と
い
う
悲
劇
性
を
加
え
て
和
人
の
美
意

識
に
よ
っ
て
創
作
し
た
説
話
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
第
三
章
で
は
、
北
海
道
に
広
汎
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
義
経
伝
説
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
は
道
内
一
一
〇
ヶ
所
以
上
で
確
認
で
き
る
が
、
そ
の

分
布
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
地
域
に
は
な
く
、
こ
れ
以
外
の
沿
海
地
域
に
大
半
が
存
在
す
る
こ

と
、
津
軽
海
峡
・
日
本
海
沿
岸
地
域
に
は
義
経
と
ア
イ
ヌ
の
娘
と
の
悲
恋
や
地
名
由
来
伝
説
が

多
く
、
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
は
義
経
が
ア
イ
ヌ
の
秘
伝
巻
物
を
奪
っ
た
り
、
漁
業
や
農
業
の
指

導
者
と
な
っ
た
り
す
る
伝
説
が
多
い
、
知
床
半
島
に
は
弁
慶
な
ど
も
登
場
し
、
大
蛇
退
治
を
す
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る
伝
説
が
あ
る
な
ど
、
地
域
差
の
存
在
を
指
摘
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
北
海
道
に
お
け

る
義
経
伝
説
の
実
相
が
明
ら
か
に
な
り
、
今
後
の
北
海
道
に
お
け
る
義
経
伝
説
研
究
の
基
盤
を

構
築
し
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
義
経
伝
説
に
つ
い
て
、
近
世
の
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
ア
イ

ヌ
民
族
支
配
や
和
人
の
入
植
な
ど
、
北
海
道
の
開
発
・
開
拓
と
連
動
さ
せ
て
、
そ
の
生
成
と
定

着
を
理
解
す
る
試
み
が
注
目
さ
れ
る
。

第
四
章
で
は
、
札
幌
市
厚
別
区
の
実
地
調
査
で
確
認
さ
れ
た
石
川
県
か
ら
の
移
住
者
に
よ
る

昔
話
や
俗
信
と
、
こ
れ
ら
が
入
植
後
の
生
活
の
中
で
継
承
さ
れ
て
い
く
様
相
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
第
五
章
は
夕
張
市
と
赤
平
市
の
炭
鉱
社
会
の
中
で
語
ら
れ
て
い
た
説
話
や
、
炭
鉱
夫
か

ら
の
聞
き
書
き
を
叙
述
し
て
い
る
。
坑
内
と
い
う
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
た
世
界
で
の
、
事
故
死

者
の
霊
に
ま
つ
わ
る
話
や
禁
忌
な
ど
、
炭
鉱
で
働
き
、
生
活
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ

た
説
話
や
民
俗
に
つ
い
て
の
迫
真
な
語
り
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
第
六
章
で
は
、
北
広
島
市
で
祀

ら
れ
て
い
た
大
蛇
神
社
に
関
す
る
伝
説
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
大
蛇
神
社
と
い
う
の
は
、
開
墾

地
の
大
樹
の
中
に
あ
っ
た
蛇
の
遺
骨
を
神
と
し
て
祀
っ
た
も
の
で
、
そ
の
経
緯
が
伝
説
と
し
て
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生
成
さ
れ
、
郷
土
誌
や
新
聞
、
絵
本
、
紙
芝
居
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
に
よ
っ
て
変
容
し
て
い

く
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

申
請
者
の
独
自
の
視
点
に
基
づ
く
北
海
道
の
民
間
説
話
な
ど
に
関
す
る
本
論
文
の
成
果
の
要

点
は
、
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
第
二
章
の
「
紅
ス
ズ
ラ
ン
」
説
話
に
つ
い
て
は
、
和
人
に
よ
る

一
方
的
な
創
作
と
い
い
な
が
ら
、
主
人
公
と
さ
れ
る
ア
イ
ヌ
の
民
族
文
化
に
お
け
る
ス
ズ
ラ
ン

の
位
置
づ
け
な
ど
、和
人
と
ア
イ
ヌ
と
の
文
化
的
な
異
質
性
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
第
三
章
の
義
経
伝
説
の
生
成
に
つ
い
て
は
、
江
戸
幕
府
の
蝦
夷
地
の
内
国
植
民
地
化
、
明

治
政
府
の
海
外
進
出
政
策
と
関
連
す
る
と
い
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
論
拠
が
十
分
に
示
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

本
論
文
に
は
、
研
究
対
象
と
す
る
民
間
説
話
の
生
成
や
展
開
に
つ
い
て
の
論
述
の
不
十
分
さ

が
あ
り
、
今
後
補
完
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
本
論
文
は
、
北

海
道
の
民
間
説
話
研
究
に
と
っ
て
、
民
間
説
話
の＜
生
成＞

と
い
う
視
点
の
有
効
性
を
具
体
的

に
示
し
、
か
つ
集
積
に
留
ま
っ
て
い
た
北
海
道
民
間
説
話
の
研
究
を
進
展
さ
せ
た
点
は
高
く
評
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価
で
き
る
。
よ
っ
て
本
論
文
提
出
者
阿
部
敏
夫
は
、
博
士
（
民
俗
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る

資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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